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大平正芳 (お おひら まさよし、1910

～1980年 )元総理は、香川県の農家に生ま

れた。苦学 して大蔵省 (現財務省)に入 り、

戦後、自由党 (現 自由民主党)か ら政界に

進出し、池田勇人首相の懐刀 として高度

経済成長政策を支えた。昭和47年 の外相

時代には日中国交正常化を成 し遂げた。

昭和53年首相 となり、田園都市構想、環

太平洋連帯構想など、す ぐれたビジョン

を提示 したが、55年の衆参同日選挙の遊

説中に病に倒れ、志半ばにして死去した。

政治生活の忙 しさのなかでも、読書を

することを忘れず、また故郷 と家庭 と友

人をこよなく愛 した。「生活は簡素に、思

想は高 くJと いう大平のモットーは、その

生涯を端的に物語っている。
故郷を出て大蔵省ヘ

大平は、明治43(1910)年 3月 12日 香川県三豊郡

和田村 (現観音寺市)に、父利吉、母サクの3男 とし

て生まれた。和田村立大正尋常小学校 (現豊浜小

学校)、 県立三豊中学校 (現観音寺第一高等学校)

を経て、高松高等商業学校 (現香川大学)に進ん

だ。この時期、キリスト教の強い影響を受け、聖書

への関心は生涯つづいた。

昭和8年東京商科大学(現一橋大学)に進学し、

苦学して卒業する際、故郷の先輩・津島寿一 (当時

大蔵次官)の引きで大蔵省に入 り、のちに首相と

なる池田勇人の知遇を得たことで、その後の人生

の方向が決まった。

大蔵省では、横浜・仙台に勤務するほか、中国の

張家口に出向したが、終戦直後の激動の昭和24

年、政界初当選と同時に蔵相に就任した池田勇人

に求められ蔵相秘書官となった。3年後の27年 に

は自らも香川 2区で自由党(30年 に日本民主党と

合同じ自由民主党となった)か ら立候補 し、初当

選を飾った(以後11回連続当選)。

衆議院議員に初当選 (昭和27年 10月 1日 )



大平正芳記 念館
大平正芳は、1910年 3月 12日 、香川県三豊郡豊浜町に生まれました。「記念

館Jの ある観音寺市は、大平が少年時代の旧制中学校生活を送 り、長 じて政

界入 りをしてからは、政治活動の本拠としたところです。

大平は生地である観音寺の風土や伝統、人情をこよなく愛 し、政務。公務

多忙になってからも帰省を楽 しみとするとともに、同郷の子弟の訓育にも

心を傾け、1965年 10月 自らの事務所に「人平文庫Jを 開設 し、約 8千冊の図

書を寄贈 しました。

1985年6月 、「財団法人 大平正芳記念財団Jが大平の51自 1目 の命日を機に設

立され、遺族から提供された「大平文庫Jを 改装のうえ、事務所は「大平正芳

記念館」(以下、旧記念館)と して、大平の遺品や関係資料を収集・展示 して、

広 く一般の研究に役立てることにしました。

旧記念館は地元の人のみならず、全国から多くの研究者が訪れ愛されて

きましたが、施設の老朽化もあり、2015年 3り 131111背 しまれつつ閉館 となり

ました。そして、この度観音寺市はじめ大平の遺徳を多とする多くの人々の

ご支援。ご協力を得て、その功績を称えるために、2016年 H月 5日 新たなス

ター トをきることになりました。なお「大平文庫」は現在香川県立図書館に、

大平関係資料は東京の国会図書館憲政資料室に

移管・保存 されています。         濃

Ю

記念館内部図

0写真や資料によって政治家・大平正芳の生涯をたどるコーナーです。

O大平正芳の書き残した色紙、書籍などで在りし日の大平正芳をしのぶコーナーです。

O旧選挙事務所の大平正芳が起居した和室を復元したコーナーです。

0大平正芳は多くの人々によって支えられて来ました。そのうち6人の恩師・恩人たちを紹介しています。

″



①記念館概要●

記念館は大きく3つ のコーナーに分かれています。

まず大平の生涯を、「大平正芳を育んだ郷土と時代 J、「大平IE芳の戦前 と戦後

一大蔵官僚から政治家へJ、「政治家大平正芳―保守本流を行 くJ、「田中内閣外相

として一日中国交正常化」、「大平政治の展開―首相 として」など首相在任中を含

め、さまざまな写真・資料等でその政治家としての足跡をたどっています。

次に、大平の揮豪になる多数の色紙、当時の礼服のほか、文人政治家として知

られる大平の多くの著作やDVDを手に取ることができます。

さらに大平が帰郷の際、起居 した和室を復元。保存 しています。

1群 f:[

「妻澤を
1井   ll■

|:1 :・ こ

″
猛
蒻一
」
痢ド
轟辞“
¨
一叶
『「
ん

‥
、中嗜

ｆ

　

一
　

ヽ
ｉ
ぃ
ヽ
■

　

　

ヽ
ｌ

ｊ

Ｍ
格
一
耐
ヽ
¨
掛
れ

Ｉ
Ｃ
ｒ
　

，
　
　
　
　
、
―
　
―
　
．
　
　
ヽ

，
・
・
，

五̈』一̈
一Ｅぽ沖一一̈
織“

色紙 コーナー

機

一一一鰊

．一一



●記念館収蔵品●
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大平家から寄贈 された大平元総理の

政治家 としての足跡をたどる写真や関

係資料、愛用の遺品などが展示・収蔵 さ

れています。そのほか吉田茂・池田勇人

両元首相や郷土の先輩・津島寿一先生の

資料や写真も収蔵されています。

写真下の額装は、1972年 9月 29日 、日中

共同声明調印の日、北京市中南海の宿舎

で大平が作詩 したもの。日中国交の裏面

史を語る貴重なもので、二階堂進先生よ

り寄贈されました。
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愛用の文房四宝と色紙



豊浜町。大平記念室

観音寺市豊浜町 (生誕地)は、市中心街

から車で約10分。JR観音寺駅からは、

予讃線で松山方面へ1つ 目の豊浜駅下車。

豊浜町内の大平の関連施設として、豊

浜支所 (旧 町役場)に隣接する中央公民

館に「大平記念室」があります。また、国

道11号線沿い (町内では大平記念通 り)

の豊浜八幡神社に銅像、燃灘に面した松

林の一角にお墓があります。

大平正芳の著書

『財政つれづれ草』如水書房(1953)

『素顔の代議士』20世紀社(1956)

『春風秋雨』鹿島出版会(1966)

『旦暮芥考』鹿島出版会(1970)

『風塵雑俎』鹿島出版会(1977)

『私の履歴書/大平正芳』日本経済新聞社(1978)

『複合力の時代』ライフ社(1978)

『永遠の今』鹿島出版会(1980)

『硯滴』

『大平正芳全著作集』全7巻、講談社(2010～ 12)



保守本流 を演 出

昭和35年、池田内閣誕生とともに内閣官房長官に就任。

安保騒動ですさんだ世相と人心を収拾する「寛容と忍耐」

の池田政治の演出家として、所得倍増計画による日本経

済の発展の基礎をつくりあげた。

昭和37年 に外相、42年 に自民党政調会長、43年 に通産

相など要職を歴任 し、46年 に前尾繁三郎の後を継いで、

「宏池会Jの第3代会長に就任した。

日中国交回復 を実現

総理総裁をめざし、昭和47年の自民党総裁選挙に、田中

角栄、福田赳夫、三木武夫と並んで立候補したが、第1回投

票で3位 にとどまり、田中内閣実現に協力した。田中内閣

では2度 目の外相に就任し日中国交正常化に取り組み、47

年9月 に田中首相とともに訪中、毛沢東主席、周恩来首相

との交渉を経て、この歴史的な大事業を成し遂げた。その

後の石油危機下では、田中・三木両内閣の蔵相として困難

な財政運営に挑み、さらに福田内閣時代には自民党幹事

長に就任し、政権を支えた。

大平政治の実現

昭和53年 11月 、自民党総裁選挙に再び出馬。予備選挙で

大勝、第9代 自民党総裁となり、国会での首班指名を受け

て第68代首相に就任した。

内閣の政治姿勢を「信頼と合意」と定め、田園都市国家、

環太平洋連帯、家庭基盤充実、総合安全保障など、21世紀

を展望する透徹 したビジョンを打ち出すとともに、行財

政改革に取り組んで「小さな政府」の実現につとめた。

対外面においても、東京サミットを主催、また米中豪はじめ多くの国との友好を深め、わが国

の国際的評価を高めた。

昭和54年 10月 の総選挙では、一般消費税問題もあ

り、自民党は敗北、40日 抗争など党内は混乱の極みに

達した。11月 上旬ようやく第2次大平内閣が成立した

が、党内対立の後遺症により、翌55年 5月 16日 衆議院

における内閣不信任案が可決され、解散。総選挙と

なった。5月 30日 、初の衆参同日選挙の冒頭、大平首相

は新宿で演説中に胸の痛みを訴えて入院、6月 12日 心

筋梗塞のため死去、享年70。 正二位、大勲位に叙せら

れ、菊花大綬章を授与された。

日中共同声明調印 (日 中国交正常化)。

右端・周恩来中国首相 (1972年9月 )

衆議院本会議場で初の施設方針演説。後
ろは保利茂議長(1979年 1月 25日 )

東京サミット(先進 7カ 国首脳会議 )。 各国首脳 と迎賓館の

庭 を散策する。(1979年 6月 28日 )
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圏1,雄臓機:

国道11号線

●大野原インター
国道377号線

午前9時～午後5時

毎週月曜日 (祝日の場合は翌火曜日)

高校生以上300円 小中学生150円

小学生未満は無料

高松自動車道大野原 ⊂から車で12分 (約6km)、

さぬき豊中ICから車で20分 (約8km)、

」R予讃線・観音寺駅下車、レンタサイクルで約10分、

」R観音寺駅からタクシーで5分 (約 2km)

*駐車場 (無料)あり。*レンタサイクル100円 /1日

記念館案内図 (観音寺市有明町琴弾公園内)

出作交差点

豊中インター

高松自動車道 ク
琴平・高松

交新
差日
点

●開館時間

●休 館 日

●入 館 料
|「世界のコイン館J共 )

●アクセス

豊浜・大平正芳記念室案内図

●大平正芳記念室 (豊浜中央公民館内)

香川県観音寺市豊浜町和田浜1531-1
電話 (0875)52-1206

高知・松山

●
生
誕
の
地
碑

（長
谷
）

大平正芳記念館
〒768-0062 香川県観音寺市有明町3番 36号 (琴弾公園内)

廃∃話 :0875-23-0055 FA× :0875-24-8633
表題題字 大平正芳記念財団元理事長 平岩外四


